
セグメント別連結売上高

496 492 554
674

1,158

0

1,000

500

（億円）
1,500

（年度）2020 2021201920182017201620152014201320122011

1,295

1,102

606
494494

399

0

1,000

3,000

2,000

（億円）
4,000

（年度）2020 2021201920182017201620152014201320122011

3,237

3,916

2,844
3,0883,146

2,639 2,532

3,429
3,152

3,493 3,362

26

87

252 249

209

0

200

100

（億円）
300

（年度）2020 2021201920182017201620152014201320122011

235
253

227

161

47
26

2,582

3,458 3,601 3,480
3,134

0

1,000

3,000

2,000

（億円）
4,000

（年度）2020 2021201920182017201620152014201320122011

3,339
3,7603,803

3,0473,205

2,561

セグメント別連結建設受注高

セグメント別連結営業利益 開発・不動産事業　賃貸等不動産残高

合計 26 26 47 87 161 252 227 249 253 209 235

 　土木事業計 24 27 19 10 47 109 95 93 155 85 123
■ 　国内 8 19 51 80 108 75 94 105 152 98 129

■ 　海外 16 8 -31 -69 -61 34 0 -11 3 -13 -5

 　建築事業計 -23 -24 8 55 92 123 112 137 78 94 64
■ 　国内 -24 -36 -5 31 73 122 117 137 75 91 69

■ 　海外 0 12 13 23 19 0 -4 0 2 3 -5

■ 開発・不動産事業等 25 23 19 21 21 19 19 18 19 29 47

賃貸等不動産残高 399 496 494 492 494 554 606 674 1,102 1,158 1,295 

合計 2,639 2,532 3,146 3,429 3,088 3,152 2,844 3,493 3,916 3,362 3,237 

 　土木事業計 903 944 1,313 1,440 1,268 1,132 958 1,179 1,411 1,273 1,219
■ 　国内 516 627 892 963 1,009 911 863 1,083 1,254 1,173 1,095

■ 　海外 386 317 420 477 258 220 94 96 156 100 124

 　建築事業計 1,580 1,460 1,730 1,913 1,731 1,931 1,797 2,219 2,408 1,968 1,842
■ 　国内 1,527 1,332 1,581 1,753 1,636 1,869 1,733 2,105 2,272 1,886 1,729

■ 　海外 53 127 149 160 94 62 64 114 136 81 113

■ 開発・不動産事業等 155 127 101 75 88 88 88 93 95 119 175

合計 2,561 2,582 3,205 3,458 3,047 3,601 3,803 3,480 3,760 3,134 3,339

 　土木事業計 1,284 1,091 1,128 1,715 898 1,421 1,568 973 1,078 1,472 1,446
■ 　国内 842 855 796 1,461 792 1,244 1,182 952 1,092 1,452 1,024

■ 　海外 442 235 332 253 106 177 386 20 -13 20 421

 　建築事業計 1,276 1,491 2,076 1,743 2,148 2,180 2,235 2,507 2,682 1,661 1,893
■ 　国内 1,194 1,344 1,847 1,671 2,083 2,127 2,138 2,339 2,531 1,649 1,833

■ 　海外 82 146 229 71 65 53 97 167 150 12 60

Business

事業戦略

事業業績推移

Vision Strategy Business
Technology & 

Quality Environment
Social & 
People Governance Data SectionVision Strategy Business

Technology & 
Quality Environment

Social & 
People Governance Data Section
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■ 南湖トンネル工事（福島県）

　国道294号白河バイパス事業のうち南湖森林公園直下のトンネル工事を担当。当現場で試行

導入した自動化セントル技術は、東北6県と仙台市を含む産学官の「東北復興DX・i-Construction

連絡調整会議」において「みちのくi-Construction奨励賞」を受賞しました。

■ リニア中央新幹線梶ケ谷非常口・資材搬入口の施工（神奈川県）

　リニア中央新幹線の梶ケ谷非常口・資材搬入口を施工。ニューマチックケーソン工法では国内

最大規模の工事でした。

■ 北陸幹第3南福井高架新設ほか工事（福井県）

　北陸新幹線の金沢～敦賀間延伸工事のうち福井市内にて高架橋工事を担当。安全衛生に係

る優良事業場として厚生労働大臣奨励賞を受賞しました。

再生可能エネルギー関連工事

■ 津留発電所建屋更新および付帯工事（熊本県）

　水力発電所施設である取水口・導水路・沈砂池・水槽・鉄管路・水車発電機基礎・放水路・建屋

すべての更新・補強工事を行いました。

SDGsへの貢献（2021年度竣工工事）

■  高難度工事の施工技術・施工実績

■  山岳トンネル・シールドトンネル・ダム工事の施工技術

■  社員の現場遂行力、組織の現場支援力

■  自然災害の激甚化・頻発化
　　  防災・減災対策、国土強靭化事業の増加

■  脱炭素社会への移行
　　   再生可能エネルギー関連工事、 

交通インフラ整備工事の増加

■  社会インフラの老朽化
　　  土木インフラリニューアル工事の増加

■  資源・エネルギー価格の高騰
　　  資機材価格高騰、調達への影響

■  生産年齢人口減少
　　  工事の担い手不足、施工の自動化・無人化

重点施策 2021年度レビュー 今後の取り組み

高難度工事
大型の山岳・シールドトンネル工事をはじめとする
全国の高難度工事を施工

高難度工事におけるQCDSE施工

土木インフラリニューアル工事
高速道路やトンネルのリニューアル工事を多数 
受注

リニューアル工事の技術力向上 
技術者の計画的育成

再生可能エネルギー関連工事
太陽光発電工事
水力発電リニューアル工事の受注（5件）

洋上風力発電工事への挑戦

トンネル工事の自動化

新技術4件開発
•  トンネル3件（ホイールローダの遠隔操作、自動
化セントル、計測台車）

•  シールド1件（AIによる方向制御）

開発目標
　要素技術完成：2023年度
　全体完成：2027年度

重点施策の進捗状況

 事業の強み

 事業環境

道路工事や鉄道工事で交通流動を最適化、 
CO2削減や生活の利便性向上に寄与

リニア中央新幹線梶ケ谷非常口・
資材搬入口

南湖トンネル

第3南福井高架橋

津留発電所

 バリューチェーン

各事業との有機的連携

異業種パートナー企業との協業

・トンネル工事の自動化
・インフラリニューアル技術

・土地区画整理事業
・再生可能エネルギー関連工事

・山岳トンネル
・シールドトンネル
・ダム
・橋梁、地下構造物など

・インフラ点検・調査
・インフラ計測・監視

研究開発 企画・提案 管理・運営計画・設計 施工

協力会社との共創

土木事業本部長　

一色 眞人

 事業の意義

安心・安全な社会を実現するために
持続可能な土木インフラを構築する

発注者

お客様との共創 ユーザー

Business

国内土木事業

Vision Strategy Business
Technology & 

Quality Environment
Social & 
People Governance Data SectionVision Strategy Business

Technology & 
Quality Environment

Social & 
People Governance Data Section
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■  営業から施工・アフターケアまでの緊密な業務連携

■  重点分野（物流施設・市街地再開発事業・清掃工場）の施工技術

 事業の意義

 事業の強み

 事業環境

■  EC需要は継続
　　  物流施設の建設需要は堅調

■  まちづくり・再開発は堅調
　　   市街地再開発の需要はあるものの 

資機材高騰による事業見直し発生

■  社会インフラの老朽化
　　  環境施設（清掃工場）の更新需要　

■  脱炭素社会への移行
　　  中大規模木造建築物の増加

■  資源・エネルギー価格の高騰
　　  資機材価格高騰、調達への影響

■  生産年齢人口減少
　　  工事の担い手不足、施工の生産性向上

重点施策 2021年度レビュー 今後の取り組み

物流施設への取り組み 物流施設のフロントローディング（BIM活用） 設計、生産設計、施工をつなぐBIM活用

環境設計技術の開発
ZEB先進技術実証施設の準備
（愛川技術研究所（神奈川県）にて）

ZEB先進技術実証施設の準備、実証開始
中大規模木造建築物の共同研究開発プロジェクト

施工DX 現場業務アプリの活用
建設RXコンソーシアム※での施工DX
（建設ロボット技術の実証）

重点施策の進捗状況

■ プロロジスパーク猪名川2プロジェクト（兵庫県）

　新名神高速道路川西 ICの近接地に、鉄骨造地上5階建、

延床面積159,000m2の物流倉庫を建設。3Rをはじめとす

る環境保全活動に積極的に取り組みました。

 ①Reduce： 型枠材（木材）の大幅削減 

ICT建機を使用し、掘削土量を削減

 ②Reuse：掘削土の大部分を埋戻土として利用

 ③Recycle：場内通路に再生砕石を使用

SDGsへの貢献（2021年度竣工工事）

大型物流倉庫建設工事で建設副産物を削減、地球環境への負荷を低減

宿毛市庁舎建設に当地の再エネ100%電気を使用、事業活動におけるCO2を削減

■ 宿毛市庁舎新築工事（高知県）

　宿毛市庁舎の建設には、高知県営水力発電所で発電し

た電力を使用しました。これにより、当社は高知県と四国

電力が創設した電力ブランド「高知家応援でんき」の「水

力100%プラン」契約第1号として認証されました。また、

工事事務所の屋根に太陽光パネルを設置し、創エネにも取

り組みました。

　宿毛市新庁舎は、市民にとって利便性が高く、快適な施設

であるだけでなく、地域防災の拠点となる重要な施設です。

※ 建設RXコンソーシアム：日本の総合建設業者などが参画し、作業所における高効率化や省人化により、建設業界全体の生産性および魅力を向上させるために、施工段階で必要となる、
ロボット技術や IoT関連アプリケーションにおける技術連携を進めるコンソーシアム。

建築事業本部長

濵田 一豊

 バリューチェーン

各事業との有機的連携

異業種パートナー企業との協業

・ 環境設計技術 
ZEB、ZEH
・ 施工DX（生産性向上技術） 
施工ロボット 
IoTアプリ

・自社開発
・市街地再開発
・創エネ提案

・物流施設
・市街地再開発
・環境施設（清掃工場）

・アフターケア

研究開発 企画・提案 管理・運営計画・設計 施工

協力会社との共創

ユーザーの多様なライフ・ビジネススタイルを 
実現するためにお客様とともに空間をつくる

お客様との共創

発注者

ユーザー

Business

国内建築事業

Vision Strategy Business
Technology & 

Quality Environment
Social & 
People Governance Data SectionVision Strategy Business

Technology & 
Quality Environment

Social & 
People Governance Data Section
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世界の人々の暮らしを支えるために
各国・各地域の人々とともに社会インフラを整える

展開地域　東南アジア、南アジア、オーストラリア

 事業の意義

 事業の強み

 事業環境

■  東南アジア諸国における施工実績
　　  日系ゼネコンでトップクラスのトンネル施工実績

■  進出国の顧客基盤
■  商習慣など地域特性に応じた事業運営力

■  東南アジア交通インフラの新設
　　  ODA市場は拡大、国際入札市場は価格競争の様相

■  タイ・ベトナムにおける新型コロナウイルスの影響 
　　  ローカル・外資系顧客案件は回復傾向、日系顧客案件は回復が鈍い　　　　　　　　　　　　　　

■  資源・エネルギー価格の高騰
　　  資機材価格高騰、調達への影響

重点施策 2021年度レビュー 今後の取り組み

土木

既存拠点での取り組み シンガポール：大断面トンネル工事を受注 シンガポール：主にトンネル工事の受注活動

ODA案件への取り組み
フィリピン：地下鉄工事の受注活動
バングラデシュ：地下鉄工事の調査開始

フィリピン：地下鉄工事の受注活動
バングラデシュ：地下鉄工事の受注活動

新規進出地域の開拓 オーストラリア：シドニー事務所設立 市場調査開始
オーストラリア：再生可能エネルギー事業への 
参画検討（環境・エネルギー事業と連携）

建築

海外自社開発事業
タイ：「グランドニッコー・バンコク サトーン」 
 2025年開業を発表

タイ・ベトナム：大型建築施工管理体制の構築

顧客基盤の強化
タイ・ベトナム：  国内外の営業連携体制を確立 

外資系顧客基盤づくり
タイ・ベトナム： 日系顧客基盤の再構築 

外資系顧客基盤づくり

重点施策の進捗状況

■ 地下鉄トムソンラインT228工区工事（シンガポール）

　人々の生活を支える地下鉄。本工事では飲料水用貯水

池の直下を通るトンネルを構築しました。天然の水資源が

少ないシンガポールでは飲料水の保全は極めて重要であ

り、飲料水への影響の極小化と安全施工の両立が求められ

ました。貯水池下の地盤を補強するため特殊な地盤改良

工法を採用し、無事に工事は完了。発注者であるLTA（Land 

Transport Authority）より「環境優良賞」を受賞しました。

SDGsへの貢献（2021年度竣工工事）

シンガポールにて地下鉄工事　生活利便性に貢献、施工中は貴重な飲料水を保全

タイにて大型物流施設を施工　高まる物流需要に対応

■ All Now Complex 2 Project（タイCPグループ）

　タイでは珍しいAS/RS（自動倉庫システム）を併設した

延床面積約25,000m2の物流施設を施工しました。大メコ

ン経済圏 （GMS）の中心に位置するタイはASEAN諸国

の物流の結節点であり、小売や外食文化、ECの発展に伴

う物流市場の成長により物流需要が増えています。

「見て、触れて、記憶する」研修

現地職員・職人の技術力、安全意識の向上を目的としてタイに研修センターを建設、2022年7月に

開講しました。コンクリート、鉄筋、型枠工事のモックアップによる研修を実施しています。

TOPIC     タイ研修センター完成

 原産地域

タイ研修センターでの研修の様子

 バリューチェーン

各事業との有機的連携

異業種パートナー企業との協業

・国内外の建設技術の共有 ・ 自社開発  
ホテル開発（タイ）

土木
・地下鉄工事
・上下水施設

・アフターケア

研究開発 企画・提案 管理・運営計画・設計 施工

協力会社との共創

建築
・工場、物流施設

国際事業本部長 

仲野 義邦

発注者

お客様との共創 ユーザー

Business

海外事業

Vision Strategy Business
Technology & 

Quality Environment
Social & 
People Governance Data SectionVision Strategy Business

Technology & 
Quality Environment

Social & 
People Governance Data Section
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ユーザーがワクワクする生活空間を
圧倒的なスピードで創り出していく

 事業の意義

 事業の強み

 重点アセット

■  「お客様起点の発想」で「ユーザーがワクワクする生活空間」 
を創る力

■  お客様との強い信頼関係

■  循環型再投資のビジネスモデル

■  社員一人ひとりが「プロ」、チームは「顧客支持ダントツ専門家集団」

■  ワーキングスペース（オフィス）

■  レジデンス（寮・高齢者施設）

■  観光・娯楽（ホテル・ホール）

■  生活応援・ヘルスケア（商業施設）

■  データセンター・物流

重点施策の進捗状況

■ 慶應義塾大学　高輪国際学生寮（東京都）

　慶應義塾大学の学有地の有効活用提案として、当社に

て学有地を一定期間借用し、慶應義塾大学の女子専用寮

を設計・施工し賃貸する事業で、国内外の女子学生を受け

入れ、住まいと国際交流の場を提供しています。

　本建物は、環境・省エネルギーに配慮し、屋上に太陽光

パネルを設置し電力供給を行っています。停電時には設置

している蓄電池を活かすことで防災性も高めています。

グローバルトップリーダーが育つ、ふれあいの学生寮

重点施策 2021年度レビュー 今後の取り組み

成長分野に重点を置いた
アセット戦略

重点アセットを中心に新規取得（16件）
マーケット状況を見極め、重点アセットを中心とし
た新規案件取得と、売却回収による効率的な資金
有効活用をめざす

「循環型再投資モデル」への進化

西松アセットマネジメント株式会社スタート 
（2021年10月）

私募ファンドの順次組成
私募リートの運用準備

建設事業との協働による
グループ収益の拡大

建設事業との強固な協働体制確立
建設事業への寄与拡大
自社事業化によるビジネスチャンス拡大

■ 蒸溜所併設のブティックホテル「香林居」（石川県）

　金沢・香林坊に佇む、1971年に当社が設計・施工したビ

ルについて、オーナー様からご相談を受け活用方法を検討

しました。その結果、耐震補強を施したうえでリノベーショ

ンし、オフィスビルからホテルにコンバージョンしました。

当社は多方面の関係者と協業しつつ、事業統括および施

工・運営を担当しています。従来デザインのアーチを取り

入れた空間を演出し、訪れるゲストにリラックスした時間を

提供することをコンセプトにしています。

耐震補強で建物を長寿命化

2021年度　実績 中期経営計画2023
（2021～2023年度　計画）

投資 264億円 860億円

回収 78億円 350億円

ネット投資 186億円 510億円

投資回収の状況

SDGsへの貢献

 バリューチェーン（事業の成長モデル）

リーシング

用地取得

私募リート
へ資産売却

各事業との
有機的連携

国内
都市型開発
・自社開発事業
・バリューアップ事業

・市街地再開発事業
・土地区画整理事業

海外
東南アジア・米国
・開発事業

シンガポール・オーストラリア
・ 安定収益物件投資

空間の創出

成長

新しい価値

ブランド化

ユーザーがワクワクする生活空間
（好立地×脱炭素×高耐震×コンテンツ×5G）

マーケット 
調査・分析

企画・開発

設計・施工

管理・運営

西松地所（株）

西松建設（株）

連鎖的
事業展開

異業種パートナー企業との協業による成長の連鎖

マーケットより
資産取得

私募リートより
資産取得

異業種 
パートナー

西松アセット 
マネジメント（株）

開発・不動産事業本部長

　澤井 良之

アセット
マネジメント

マーケット

Business

開発・不動産事業

Vision Strategy Business
Technology & 

Quality Environment
Social & 
People Governance Data SectionVision Strategy Business

Technology & 
Quality Environment

Social & 
People Governance Data Section
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重点施策の進捗状況

■ 主な連携事項

1.  大木町の脱炭素のまちづくりにむけた諸施策の推進

2.  大木町における再生可能エネルギー発電設備および省エネルギー設備などの導
入・活用推進

3.  大木町の地域レジリエンス向上

4.  大木町の地方創生・少子高齢化対策につながる環境と経済の好循環を図る仕組
みの構築

　今後、共同で特定目的会社を設立し、電線や蓄電池を整備して公共施設の電力

を賄うマイクログリッド（小規模電力網）を構築、さらに大型蓄電池を用いたエネル

ギーマネジメントシステム（EMS）による電力需給の調整をめざします。

福岡県大木町と「脱炭素社会の実現に向けた包括連携協定」を締結

重点施策 2021年度レビュー 今後の取り組み

脱炭素への取り組み

メタン発酵バイオガス発電
スタートアップ「アーキアエナジー株式会社」へ 
出資（2022年2月）

屋根置き太陽光発電
PPA事業を開始（2022年2月）

木質バイオマス発電
事業開始にむけ、子会社「山陽小野田グリーン 
エナジー株式会社」設立（2022年4月）

再生可能エネルギー発電の事業化推進
● 小水力発電
● 木質バイオマス発電
● メタン発酵バイオガス発電
● 地熱発電

スマートシティ
まちづくり

福岡県大木町と「脱炭素社会の実現に向けた包括
連携協定」締結（2022年4月）

「再エネ×地方創生」
ゼロカーボンシティ構想

子会社「山陽小野田グリーンエナジー株式会社」設立

■ 木質バイオマス発電事業へ

　木質バイオマス発電事業の子会社として「山陽小野田グリーンエナジー株式会社」

を設立しました。山口県山陽小野田市の小野田・楠企業団地において、2MWクラス

の木質バイオマス発電所を建設し、2024年夏頃の営業運転開始を予定しています。

発電燃料として、地元山口県内で集材される間伐材や林地残材などの未利用材を

使用するため、山林の保全に貢献します。発電事業により地域産業の振興に寄与し

ます。

SDGsへの貢献

（左）大木町：境町長　（右）西松建設：髙瀨社長

木質バイオマス発電施設　完成イメージ

住みやすい地球を残していくため
地域の「自然環境」と「生活環境」の課題を解決

 事業の意義

 事業の強み

 事業領域・ターゲット

 バリューチェーン（再生可能エネルギー事業）

共同事業者

共同事業者

設備メーカー
建設会社

運転管理会社
新電力会社

異業種パートナー

発電
O&M

情報収集
市場調査

EPC※

事業企画

研究開発

実証実験

■  建設事業で築いた顧客や地域とのつながり
■  ゼネコンとして培ってきたコーディネート力 
（提案力/マネジメント力/迅速な対応力）

・スマートホーム
・環境管理システム

・インフラ監視
・モニタリング
・5G、XG

・PPP/PFI
・コンセッション

スマートシティ・まちづくり

生活サービス
・小水力　
・木質バイオマス
・メタン発酵バイオガス
・地熱　・PPA

創エネ

脱炭素

ゼロエミッション・シティ

・EMS
・マイクログリッド

炭素循環「4R」
・カーボンリサイクル
・蓄電池　・水素

「生活環境」 
持続可能な未来社会を実現する施策

「自然環境」 
脱炭素化の実現と普及を進める施策 

インフラサービス

公共施設

環境・エネルギー事業統括部長

細川 雅一

防災・減災
インフラ点検監視サービス 

OKIPPA
センサBOXだけで始められる傾斜監視システ

ムです。傾斜角度等のデータをパソコンやス

マートフォンで常時確認でき、1時間に1回の無

線通信（LPWA）の場合、電池で2年間稼働し

ます。 高速道路・鉄道などで活躍中です。

新技術

※  EPC（Engineering Procurement Construction）： 

設計エンジニアリングと調達、建設を一括して行う方式

Business

環境・エネルギー事業

Vision Strategy Business
Technology & 

Quality Environment
Social & 
People Governance Data SectionVision Strategy Business

Technology & 
Quality Environment

Social & 
People Governance Data Section
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